






 

「私たちの女性史年表 ～明治から平成～」 訂正と追記のお願い 

当冊子に下記の通り誤りおよび記載漏れがありました。 

お詫び申し上げるとともに、訂正および追記をお願い申し上げます。      ゆう企画 

〈訂正箇所正誤表〉 

頁 位置 誤 正 備考 

２ 年号欄 1877 年 

(明治 10) 

1878 年 

(明治 11 ) 

イザベラ・バード(イギリスの著名な女流旅行作家)日光小学校を訪問 

２ 〃 1879 年 

(明治 12) 

1881 年 

(明治 14)  

ベストセラー『夢路の日記』の著者大橋巻子(父が小山市出身)没 

44 栃 木 県 内 の

できごと欄 

生誕 100 年 生誕 110 年 2006 年栃木女子高同窓会、吉屋信子(栃女高出身)生誕 110 年を機に記念碑

設置  

〈追加事項〉 

頁 年号 記載欄 事柄 

２ 1880 年(明治 13) 日本の女性 楠瀬喜多、戸主であることを理由に選挙権を求め認められる 

２ 1880 年(明治 13) 〃 山下りん、イコン画を学ぶためにロシア留学 

20 1986 年(昭和 61) 〃 (財)女性職業財団設立 

24 1993 年(平成 5) 〃 (財)21 世紀職業財団設立(女性職業財団を改称) 

34 2001 年(平成 13) 〃 鹿児島大学病院、千葉県立東金病院に女性外来開設 

44 2006 年(平成 18) 〃 マザーズハローワーク開設 

 






























































































































